
学校評価（児童、保護者、教職員アンケート）結果まとめ （内容として似たものを並べています） 

                                                 令和 6年 2月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校評価について（令和５年学校運営協議会でのご意見から） 

 

 

〇あいさつについて 

・児童会の取組、当事者である児童自身が考えて解決に取り組んでいるのが素晴らしい。 

・学校の外に出ると挨拶できないのは、対象の母体が大きくなるせいもある。挨拶しても返さない大人も

いて、あいさつすべきかどうかも難しい。保護者、地域のかかわり、支援が必要である。 

・保護者は学校よりも広い空間で子供をとらえているため、できていない部分も大きく見える。求めるレ

ベルも高くなるのかもしれない。 

 

〇「わからない」の数値について 

・学校応援団について「わからない」との回答がとても多かった。発信していくことは工夫してほしい。 

・「わからない」の項目を入れたのは良かった。保護者の捉え方が見えやすい。 

わからないのレベルにもいろいろある。関心が薄いのか、保護者にとって活動が見えにくいのか。 

「言葉づかい」に関してもわからないが多いというのが驚いた。 

 

〇生活科、総合的な学習の時間、特別活動への教職員の評価が例年低かったのが上がっている。 

・先生方の授業力が高まり、工夫がよりできるようになっているのでは。 

・地域と連携を深め、活動を深めていることが功を奏しているのでは。 

 

〇小中一貫について 

・小中一貫を行う目的があったはず。組織的枠組みや手段ばかりが提示されているように感じるが、到達

したいところ、ゴールイメージは持てているのか。目的地までのロードマップが描けているのか。 

・令和７年の完全実施に向けて、令和６年は何をするのか、もっと伝えてほしい。 

 保護者、地域は何をすればよいのか。 

 

〇児童アンケート「先生は話しやすい」の数値が非常に高い。志木三小の先生方のきめ細かな指導の賜

物である。 

 

 

 

 

 ここまでの結果をもとに学校関係者評価を実施し、評価のまとめをいたします。 

まとまりましたら、お知らせいたします。 


